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　本書は，クリティカル・シンキ
ングとリテラシーに関する53個
の基本ワードの解説を通して，21
世紀を生きる市民のためのマップ
を描いたものです。
　その目的は，第一に21世紀の市
民にとって，情報を読み解くリテ
ラシーの重要性を伝えること。そ
れを支える批判的思考の仕組み・
理論について，哲学，心理学，神経
科学，教育学などと実践に関わる
関連分野の諸研究に基づいて解説
しています。第二に，批判的思考
力を育成する教育について紹介す
ること。小学校から大学までの実

　本書は，現場の問題に心理学を
役立てようという試みを，物語風
にまとめたものです。「このご時
世だから，役に立つ心理学を」と
いうような上から目線の啓蒙書で
はありません。成功事例を紹介
した教科書でもありません。もの
づくりやサービスの現場での問
題と，基礎心理学の考え方や方法
を，どうやって融合させるのかを
試行錯誤，悪戦苦闘した軌跡が，
ライブ感を伴って語られていま
す。新しいものを手探りで見つけ
る，このわくわく感を，きっと感
じて頂けると思います。面白いか

践と理論について，学習指導要領
の改訂や21世紀型学力など最新
の教育界の動向を踏まえて検討し
ています。第三に，社会における
批判的思考の応用について説明す
ること。放射線リスク，流言，代
替医療などの具体的な社会的問題
を取り上げて，それらの問題を解
決するためのリテラシーと批判的
思考，さらに集合知や支援システ
ムについて論じています。
　本書が読者の皆さんにとって，
批判的思考に基づく教育・研究・
実践を行う契機になることを願っ
ています。

ら自分もやってみたいと思うか，
こんな大変なことはごめんだと思
うかは，読者の皆さん次第。ただ，

「基礎心理学も結構やるじゃん」，
と思ってもらえれば本望です。
　特に，若手の研究者の皆さん，
心理学との接点を探している企業
関係者の皆さん，また，心理学の
研究がどのように行われ，成果が
どのように役立てられているかに
興味のある一般の皆さん，ぜひ，
ご一読ください。日頃の生活の中
にも研究対象があふれていること
に気がつくことでしょう。それこ
そが新しい研究の出発点です。
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　社会的葛藤を扱う書物では，葛
藤の原因や解決方略などを論じ，
最終的に建設的葛藤をどう達成す
るかという筋立てが多い。しかし，
結論部分が常識的なものであるた
めに，このストーリーはありきたり
になりがちであった。実際，話し
合いで葛藤解決を図るのが良いこ
とは子どもでも知っているし，研究
知見もこれを支持する。むしろ問
題は，良いと分かっていながら当
事者たちがそれを実践できず，葛
藤解決が困難になることが多いと
いう事実にある。そこで本書では，
誰でも知っている葛藤解決策を

　言語の機能はきわめて高度で複
雑であるが，言語過程は自動的に
無意識のうちに進行するため，そ
のメカニズムを分析するには統制
された実験が必要とされる。本書
は心理言語学の領域の中で，文章
理解を中心としたテーマに絞り，
認知心理学的アプローチによって
どのように解明するかを紹介した
ものである。本書では，反応時間
や眼球運動を指標とする実験室的
アプローチ，脳の構造と機能に関
する情報を用いる認知神経科学的
アプローチ，およびコネクショニ
ストモデルなどの計算モデルによ

人々はなぜ実践できないのかとい
う問いを立て，これを議論の出発
点とした。葛藤解決を妨げる心理
的障壁には，客観的認識と合理的
意思決定を妨げる認知バイアス，
葛藤時の負の感情と自尊心動機な
どが含まれる。本書ではこれらを
詳述し，同時にこの障壁を乗り越
えるために人々が動員しうる心的
資源とこれらを左右する人間関係
とパーソナリティを論じた。多数
の実証研究を参照し，理論的観点
を重視することによって，葛藤分
析を通して人間の集団心理と人間
関係の本質に迫ることを目指した。

るアプローチの3つを採用してい
る。対象は，認知心理学における
文章理解のモデル，推論と照応，
読書中の眼球運動，読書量と語彙
力の関連，文理解と身体の相互関
係，言語処理と知覚・運動処理の
関連，動詞や名詞の活用に関する
二重メカニズムモデルの研究。さ
らに，物語を用いた発達支援の研
究にいたるまで応用研究への発展
を示す。文章理解に関するさまざ
まな問題に理論的吟味を加え，実
験的検証を重ねて解明するプロ
セスのおもしろさを，読者には味
わっていただきたい。
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